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○タイトル（保育計画） 

お散歩で豊かな思考力の芽生えを！！ 

「自然と触れ合い、広場で遊び、多くの発見を楽しもう」 

 

○主な助成備品 

おでかけぐるま（避難兼用） 

 
 

１１．．保保育育計計画画策策定定のの目目的的  

 本園は倉敷市に認可保育園として令和４年４月に開園した０歳児～２歳児 （定員１９名）

の小規模保育園です。当園は 「園児一人ひとりの個性を大切にし、たっぷりの愛情を注い

で保育をしていく」事を保育理念に掲げ、「将来につながる土台作りの場として「生きる

力」の育成」の保育方針にも力を入れています。 

開園当初から園庭が狭く子ども達が走り回ることもできません。また、おでかけぐるま

が一台しかなく、子ども達がお散歩に行くにも全園児の人数に対し足りていない状況でし

た。更に、四季折々の自然に触れて楽しむこともなかなかできず、当園の前には車通りの

多い道路もあり、少し離れた公園に行くにも歩かせるには危険。どの年齢の子ども達も、

おでかけぐるまがあれば、広い公園に行き、四季折々の自然に触れたり感じたりできるの

ではないか。更に子ども達一人ひとりがしっかり体を使って遊べる環境を作っていきたい

と思いました。 

また、近年自然災害も多くなっている中で、当園の避難先が急勾配のある小学校に決ま

っているため、避難する際に子ども達と安全に行動するためにも避難車 （おでかけぐるま）

があればと思いこの保育計画を策定しました。 

 

 

 
 
 

 

 
 

４４．．今今後後のの課課題題とと展展望望  

 これまでの成果を振り返ると、身体を動かす保育活動においては、今回の待機児童対

策・保育所等助成事業により備品整備をすることができ、内容の充実を図ることができま

した。 

 その他の分野においても、保育活動内容を充実させ、総合的な保育の質の向上を図るこ

とが今後の課題と考えています。 

 弊社は本年度で保育事業の運営を開始して 5年が経過し、令和 6年度より正式に保育事

業者となる見込みです。小規模ならではの園児 1人ひとりにしっかりと関わる保育や異年

齢間の関わりという面は引き続き大切にしつつ、待機児童の解消や地域貢献といった保育

事業者の役割を果たすべく、より良い保育園運営を目指していきます。 

 

以上 
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２２．．具具体体的的なな実実施施内内容容  

  ＜お散歩＞ 

   ・季節に合わせ四季折々の生き物に触れる事ができる公園または広場に行く。 

   ・近所に電車が運行している為、運行時間に合わせ見に行く。 

  ＜避難訓練＞ 

    ・実際に子ども達を避難車 （おでかけぐるま）に乗せ、近隣の避難場所まで避難する。 

 

 

３３．．そそのの成成果果とと評評価価  

 ＜お散歩＞ 

お散歩では、実際に出かける前に絵本や歌などで、季節に合った生き物や植物が道中や 

公園に生息している事を伝え、「捕まえに行こう！」や 「見に行こう！」等の声かけ、導

入を行い、実際に子ども達と共に少し距離のある公園に行き、一年を通して色々な植物

や生き物に触れる事ができました。初めは怖がったり嫌がったりする子もいましたが、 

次第に触れるようになり、自ら探しに行く姿も多く見られました。 

 

〇春 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇夏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はじめてのおでかけぐるま」 「ビワの実を発見」 「てんとう虫みーつけた」 

「初夏の風を浴びて」 「だんご虫触りたい！」 「夏野菜おいしそう」 
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〇秋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇冬 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇大好きな電車を見る子ども達 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

「秋探しに行くぞ！」 「どんぐりあるかな？」 「落ち葉のシャワー」 

「近所の神社に初詣」 「働く車も大好き！！」 「卒園前にお掃除」 

２歳児クラス １歳児クラス ０歳児クラス 

２２．．具具体体的的なな実実施施内内容容  

  ＜お散歩＞ 

   ・季節に合わせ四季折々の生き物に触れる事ができる公園または広場に行く。 

   ・近所に電車が運行している為、運行時間に合わせ見に行く。 

  ＜避難訓練＞ 

    ・実際に子ども達を避難車 （おでかけぐるま）に乗せ、近隣の避難場所まで避難する。 

 

 

３３．．そそのの成成果果とと評評価価  

 ＜お散歩＞ 

お散歩では、実際に出かける前に絵本や歌などで、季節に合った生き物や植物が道中や 

公園に生息している事を伝え、「捕まえに行こう！」や 「見に行こう！」等の声かけ、導

入を行い、実際に子ども達と共に少し距離のある公園に行き、一年を通して色々な植物

や生き物に触れる事ができました。初めは怖がったり嫌がったりする子もいましたが、 

次第に触れるようになり、自ら探しに行く姿も多く見られました。 

 

〇春 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇夏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「はじめてのおでかけぐるま」 「ビワの実を発見」 「てんとう虫みーつけた」 

「初夏の風を浴びて」 「だんご虫触りたい！」 「夏野菜おいしそう」 
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＜避難訓練＞ 

 避難訓練では、実際に災害が発生した事を想定し、訓練を行いました。 

以前までは、避難車 （おでかけぐるま）が一台しかなく乗れる人数も限られていたため、実

際に訓練するも、時間が大幅にかかってしまっていました。今回からの避難訓練では、二台

の避難車 （おでかけぐるま）を使用することで、園児を二台に分けて乗せ、以前行っていた

訓練より時間を短縮することができました。 

また、子ども達にも負担をかけず訓練をすることができたのではないかと思います。 

 

＜避難訓練の写真＞ 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

４４．．今今後後のの課課題題とと展展望望  

狭く、四季を感じる事のできなかった園庭。その中でも子ども達は自分たちで思い思い 

遊んでいましたが、保育士同士でやはり身近に自然があるなら見たり、感じたり、触れた

りして欲しいと思っていました。今回、おでかけぐるまを導入できたことで、子ども達が

今まで触れる事ができなかった自然や見る事のできなかった生き物に出会う事ができ、

草花や生き物に実際見て、感じて、触れて、初めての経験を子ども達に多くさせてあげる

事ができたのではないか。この経験はこれから、大きく成長していく中できっといい刺激

になったのではないかと思います。「将来につながる土台作りの場として「生きる力」の

育成」この保育方針にもつながると感じています。 

 また、避難車 （おでかけぐるま）を二台使用した避難訓練では、保育士同士の連携も今

まで以上にさらに大事になってくると感じました。実際に災害が起きた時に迅速かつ丁

寧に素早く子ども達を安全な場所まで避難できるようにしていく事が今後の大きな課題

であると思います。 

 今回、子ども達に多くの経験をさせてあげることができたことを、子ども達自身、また

職員一同も嬉しく思い、ますますの保育の質の向上に繋げていきたいと思います。 

以上 
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